
76S

暫
學
研
究
　
　
魑
閤
十
號

カ
　
ン
　
誉

の
歴
史
哲
學
（
四
）

セ
｝
判
断
力
批
判
」
の
歴
史
七
難
思
想

七
八

米
田
庄
太
郎

　
さ
き
に
述
べ
し
彪
に
よ
う
て
察
知
さ
れ
る
如
く
、
「
鋼
断
力
批
到
」
ば
カ
ン
ト
の
歴
更
哲
學
的
思
想

の
襲
蓮
上
、
甚
だ
重
要
な
る
地
位
を
否
む
る
も
の
に
し
て
、
彼
が
「
人
類
吏
の
推
量
的
始
源
」
に
干
て
、
「
想

像
力
の
翼
に
斎
う
て
」
構
成
せ
る
思
想
は
、
「
判
断
力
批
判
」
に
於
て
始
め
て
堅
實
に
練
ゆ
上
げ
ら
れ
て

居
う
、
叉
彼
の
歴
史
油
壷
の
認
識
論
的
態
度
は
本
書
に
於
て
始
め
て
朋
確
に
決
定
さ
れ
て
居
る
の

で
あ
る
。
彼
は
「
人
類
更
の
推
・
量
的
始
源
」
に
於
て
、
「
想
像
力
の
翼
に
乗
う
て
」
始
め
て
彼
の
歴
史
哲
學
を
、

夫
れ
ま
で
に
圓
熟
せ
・
る
彼
の
道
徳
哲
學
に
結
び
付
け
ん
と
企
だ
て
た
の
で
あ
る
が
、
俳
し
歴
更
哲

學
と
批
勃
的
目
酌
論
と
を
確
賓
に
結
合
せ
ん
と
す
る
彼
の
歳
識
的
努
力
は
、
吾
人
之
を
鴫
鋼
噺
力
批

勃
」
に
於
て
、
始
め
て
爽
見
す
る
の
で
，
あ
る
。

　
今
「
到
断
力
北
画
』
に
於
け
る
カ
ン
ト
の
歴
更
哲
心
的
恐
想
を
考
究
す
る
に
當
て
、
吾
人
の
先
づ
注

意
す
べ
き
は
、
本
書
に
立
て
彼
は
入
類
は
自
然
の
目
的
で
あ
る
と
云
ふ
思
想
を
確
立
し
て
居
る
事
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で
あ
る
。
此
の
思
想
は
「
人
類
更
の
推
量
的
起
源
」
に
於
て
既
に
現
は
れ
、
叉
¢
旨
巳
Φ
σ
q
毒
σ
q
国
謹
徴
Φ
夢
マ

ξ
・
・
貯
血
＄
の
窪
窪
に
於
て
其
の
芽
を
螢
ぜ
る
竜
の
で
あ
る
が
．
「
併
し
判
断
力
批
到
」
に
於
て
、
始
め
て

彼
の
歴
史
面
心
の
根
本
原
理
と
し
て
確
立
さ
れ
だ
の
で
あ
る
。
　
禽
ほ
此
の
思
想
に
關
凝
し
て
、
蛙

に
吾
人
は
カ
ン
噛
ト
の
哲
二
上
、
甚
だ
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
一
定
の
思
想
が
画
展
さ
れ
て
居
る

乙
と
を
早
言
す
る
ゆ
宣
れ
は
自
然
の
最
後
の
目
的
e
Φ
二
①
茸
Φ
国
蓄
O
｝
a
霧
聞
争
議
4
と
究
極
目
的
（
d
窪

固
巳
窒
亀
肖
）
と
の
匠
別
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
臓

　
カ
ン
ト
の
考
ふ
る
慮
に
よ
れ
ば
、
人
類
は
「
地
上
に
於
て
悟
性
を
有
し
、
随
ム
て
自
か
ら
任
意
的
に

目
的
を
設
定
す
る
能
力
を
有
す
る
唯
一
の
實
在
物
て
あ
ゑ
が
故
に
．
其
の
玉
垂
か
ら
見
て
自
然
の

最
後
の
目
的
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
．
醜
し
膨
れ
は
只
一
定
の
條
件
の
下
に
於
て
讐
あ
る
。

・
即
ち
人
類
が
窩
然
其
物
か
ら
十
分
に
猫
幽
し
、
随
ふ
て
究
極
目
的
で
あ
う
得
る
庭
の
一
定
の
目
的

三
又
食
蓄
簿
び
豊
巴
巳
B
σ
q
）
を
、
自
然
並
に
己
れ
自
身
に
自
か
ら
輿
へ
る
こ
と
を
理
解
し
、
且
つ
其
の
意
志

を
有
っ
て
居
る
と
云
ふ
條
件
の
下
に
於
て
の
み
、
高
然
の
最
後
の
目
的
で
あ
る
の
で
あ
‘
。
而
し

て
此
の
究
極
目
的
は
三
岳
秩
序
を
越
へ
て
自
由
の
世
界
を
指
示
す
る
竜
の
で
あ
る
。
自
然
は
本

來
究
極
罠
的
を
産
出
す
る
乙
と
は
出
石
な
い
。
自
然
に
於
け
る
究
極
目
的
を
論
ず
る
は
合
理
的

に
は
無
意
味
で
あ
る
ポ
究
極
目
的
と
は
轟
然
其
物
か
ら
十
分
に
濁
立
し
、
而
し
て
只
二
二
な
る
實

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
歴
史
曹
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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在
物
に
よ
ウ
て
の
み
創
造
さ
れ
得
る
庭
の
目
的
閥
係
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
自
然
は
人
問

が
依
て
以
て
己
を
究
極
目
的
に
作
う
上
げ
る
が
出
早
る
薩
の
手
段
を
、
人
間
に
與
へ
る
よ
り
以
上

の
事
を
な
し
得
な
い
。
　
つ
ま
め
自
然
は
入
興
が
自
か
ら
目
的
の
概
念
を
作
う
、
而
し
て
合
目
的
に

構
成
さ
れ
だ
る
事
物
の
集
合
か
ら
、
彼
の
理
性
に
よ
撃
て
目
的
の
一
シ
ス
ケ
ム
を
作
る
可
能
を
與
、

ふ
る
に
外
な
ら
諏
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
曳
・

　
妓
に
吾
人
が
特
に
注
意
す
る
を
要
す
る
黙
が
あ
る
。
央
れ
は
右
に
述
べ
し
カ
ン
ト
の
思
想
は

決
、
し
て
客
観
的
因
果
結
合
の
破
壊
或
は
翌
翌
を
意
昧
す
る
竜
の
で
な
い
と
云
ム
こ
と
で
あ
る
。

余
輩
が
カ
ン
ト
の
置
旧
意
と
し
て
解
す
る
腱
に
よ
れ
ば
、
肖
然
の
最
後
め
目
的
と
自
然
生
産
物
の
究

極
目
的
（
d
鍵
目
銭
蟹
、
。
舞
く
○
ロ
島
窪
唐
朝
籠
嘆
。
3
副
肝
2
じ
と
の
匠
別
ぱ
、
客
観
的
に
樹
立
さ
れ
だ
る
竜
の
と
解

す
可
き
も
の
で
な
く
、
随
ふ
て
此
の
逗
魏
は
只
客
観
。
的
事
物
に
就
て
行
は
る
＼
だ
け
の
因
果
結
合

と
全
く
關
係
の
な
い
竜
の
に
し
て
、
勿
論
之
を
破
押
し
或
は
殿
損
す
る
も
の
て
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
ト
ラ
ソ
ヌ
ヂ
な
ソ
ヂ
ソ
タ
ロ
レ
ス
ヘ
オ
プ
エ
ク
テ

而
し
て
超
越
的
事
物
と
し
て
考
察
さ
れ
た
る
駅
馬
は
，
因
果
的
法
財
或
は
肖
然
的
法
則
に
從

ム
可
き
も
の
で
あ
る
。
　
さ
れ
ば
叉
何
等
か
の
客
観
的
結
合
の
認
識
を
得
ん
乏
欲
す
る
人
ば
、
彼
の
．

興
昧
を
引
く
封
象
を
自
然
物
と
し
て
考
察
す
る
と
云
ふ
立
場
に
自
か
ら
主
観
的
に
置
か
ね
ば
な

ら
ぬ
。
併
し
此
の
圭
観
並
立
揚
は
吾
人
が
現
實
に
野
し
て
と
ウ
得
る
唯
一
の
可
能
的
の
も
の
で
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な
い
、
吾
人
は
母
野
齪
的
結
合
の
捕
捉
三
夕
ら
ム
こ
と
な
し
に
，
現
實
を
考
察
す
る
こ
と
も
出
來

る
の
で
あ
る
。
耀
し
て
此
の
際
に
は
現
實
は
侮
等
の
麺
動
を
庵
受
け
ず
、
其
の
客
観
的
結
合
は
何

等
殿
損
さ
る
㌧
こ
と
な
し
に
存
績
す
る
。
只
吾
人
の
興
味
は
か
＼
る
結
合
を
捕
へ
る
こ
と
に
附

着
せ
ず
し
て
、
寧
ろ
交
化
生
活
に
饗
し
て
有
す
る
意
義
に
於
て
之
を
理
解
し
、
評
便
す
る
乙
と
に
附

着
ゆ
る
の
で
あ
る
。
　
担
し
平
入
の
交
化
生
活
竜
野
ご
の
事
實
で
あ
る
。
客
観
的
に
は
総
て
の
他

の
事
實
の
如
く
、
疑
ひ
も
な
く
、
自
然
清
剰
に
從
ふ
て
居
る
。
　
而
し
て
吾
人
が
歯
槽
の
客
観
的
見
地

に
於
て
之
を
考
察
す
る
以
上
、
一
層
詳
し
く
云
へ
ば
吾
人
が
只
現
實
の
其
の
一
片
が
支
配
さ
れ
て

．
居
る
客
槻
的
結
合
に
於
て
の
み
之
を
反
省
す
る
糠
に
、
吾
人
の
主
観
酌
見
地
を
選
揮
す
る
以
上
、
吾
．

人
が
依
て
以
て
其
等
の
事
實
結
合
を
丈
化
生
産
物
と
し
て
、
或
は
文
化
生
活
と
し
て
特
質
附
け
得

る
根
糠
は
、
騒
れ
カ
ま
＼
に
止
ま
る
の
で
あ
る
、
併
し
吾
人
が
一
定
の
事
事
結
合
を
文
化
的
生
産

物
乏
し
て
如
何
に
特
質
附
け
得
る
か
を
問
題
と
し
て
其
の
根
櫨
を
考
察
す
る
時
に
は
、
吾
人
は
現

實
に
封
し
て
他
の
主
観
的
立
場
。
帥
、
ち
匿
的
論
雲
立
揚
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
却
説
カ
ン
ト
け
考
ふ
る
慮
に
懸
れ
ば
、
吾
人
が
人
類
と
構
ぜ
ら
る
＼
自
然
生
産
物
が
依
て
以
て

他
の
自
然
住
産
物
よ
ム
置
別
き
れ
る
其
の
素
質
或
は
票
性
を
目
的
論
的
剣
断
の
封
象
と
な
レ
而

し
て
人
類
と
繕
せ
ら
る
㌧
動
物
の
種
の
共
等
の
特
性
が
、
如
何
な
る
昌
的
に
使
用
さ
れ
得
る
か
を

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
歴
史
鷺
…
墨
・
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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考
察
す
る
と
き
は
、
喬
然
は
宛
込
人
類
に
此
の
如
き
特
性
を
賦
駕
し
、
夫
れ
を
利
用
し
て
人
類
が
、
禽

己
の
轡
由
行
動
に
ょ
う
て
自
訣
…
其
物
か
ら
猫
型
せ
る
目
的
關
係
の
世
界
を
建
設
せ
ん
こ
と
を
望

む
慾
の
で
あ
る
が
如
く
に
，
換
言
す
れ
ば
入
顛
は
自
然
の
最
後
の
目
的
で
あ
る
が
如
、
く
に
考
へ
る

　
　
　
　
　
　
噸

こ
と
が
二
二
る
。
併
し
吾
入
ぶ
人
類
の
顕
然
的
稟
性
で
は
な
く
、
或
腱
叉
計
時
に
於
け
る
膚
由
な

る
人
間
の
目
的
設
定
の
生
産
物
、
及
び
二
二
設
定
の
行
動
其
物
を
、
貫
入
の
目
「
的
論
的
男
芸
の
封
象

と
な
し
、
人
間
に
よ
う
て
作
ら
れ
π
る
警
官
の
目
的
結
合
を
考
察
し
、
葡
し
て
一
の
仲
。
富
。
ざ
σ
Q
ジ
呪
・
蕊
。
に
溢

｝
出
目
諺
器
・
に
よ
ウ
て
、
つ
ま
ウ
早
れ
自
身
に
於
て
建
設
さ
れ
、
自
然
法
則
よ
ウ
出
立
せ
る
目
的
の
シ

ス
ナ
ム
の
理
想
的
尺
度
に
從
ふ
て
、
之
を
測
定
す
る
と
き
は
吾
人
ば
此
の
方
針
に
向
へ
る
行
動
（
帥
．

ち
今
日
等
化
行
動
と
写
せ
ら
る
、
竜
の
）
に
於
て
、
地
球
或
は
吾
人
の
世
界
の
意
味
が
存
在
す
る
こ

と
を
畳
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
思
入
は
入
類
が
此
の
方
針
に
於
て
、
或
は
此
の
目
的
に
向
ふ
て
奮

鋤
努
力
す
る
以
上
は
、
之
を
究
極
目
的
と
し
て
考
察
す
．
る
の
で
あ
る
。

　
雲
際
に
於
て
一
の
完
全
ぼ
る
目
的
シ
ス
テ
ム
の
理
想
は
、
一
、
の
「
究
極
」
を
表
示
す
る
竜
の
で
あ
る
。

部
ち
至
れ
以
上
に
高
き
尺
度
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
。
但
し
蝕
に
は
形
而
上
學
的
意
義
、
帥
ち
現
實

に
封
ず
る
此
の
理
想
の
何
等
か
の
本
膿
論
的
開
係
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
自
然
の
合
法
よ
ム
猫

堕
せ
る
貿
的
の
シ
ス
ナ
ム
は
全
く
三
野
の
原
則
で
あ
る
。
　
而
し
て
此
く
如
く
に
考
ム
れ
ば
、
自
然
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の
最
後
の
目
醜
と
究
極
目
的
と
の
ご
っ
の
概
念
が
相
互
に
激
し
て
有
す
る
自
活
は
一
二
明
ら
か

に
決
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
理
想
に
署
し
て
何
等
め
本
志
論
的
意
義
が
與
へ
ら
れ
な

い
と
す
れ
ば
、
換
言
．
す
れ
ば
畔
般
に
叉
如
何
．
程
現
實
が
理
想
に
封
鷹
す
る
か
は
全
く
不
問
に
附
せ

ら
れ
る
と
す
れ
ば
．
塩
入
は
人
問
が
只
其
の
自
然
の
賦
興
を
合
理
的
自
由
に
於
て
利
用
し
、
夫
れ
に

よ
ら
う
て
己
れ
自
か
ら
を
究
極
目
的
と
な
す
が
故
に
の
み
、
二
二
く
な
す
時
に
於
て
の
み
、
自
然
め
最

後
の
園
的
と
な
る
も
の
な
る
を
認
識
し
、
吾
人
が
只
人
問
を
文
化
創
造
者
と
し
て
掘
念
ず
る
時
に

の
み
、
入
問
は
自
然
の
最
後
の
目
的
で
あ
る
が
如
く
に
彦
へ
得
る
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
如
き
見

地
を
離
れ
て
澹
ふ
れ
ば
、
二
三
生
産
物
問
に
於
て
か
＼
る
優
位
を
入
間
に
認
む
可
き
根
擦
は
全
く

存
在
し
な
い
の
で
あ
る
．

　
却
説
カ
ン
ト
は
以
上
述
べ
し
が
勲
き
一
般
的
な
る
丈
化
七
二
的
考
察
よ
ウ
狭
義
の
歴
更
哲
學

的
考
察
に
移
っ
て
居
る
が
、
さ
き
に
蓮
べ
し
如
く
彼
の
考
ふ
る
慮
に
よ
れ
ば
、
肖
然
の
最
後
の
目
的

は
入
問
の
偵
野
選
山
野
性
の
最
大
の
下
達
、
邸
ち
特
有
な
る
胃
的
設
定
の
能
力
の
螢
蓬
に
於
て
成
立

す
る
の
で
、
砺
し
て
貞
然
は
人
問
の
不
李
等
な
る
こ
と
を
利
用
し
て
此
の
目
的
を
卜
す
る
の
で
あ

る
。
貞
然
は
吾
人
が
雲
煙
物
と
し
て
中
々
登
蓬
す
る
と
云
ふ
意
味
に
鞭
て
吾
人
を
進
歩
す
漸
く
張

罰
し
、
叉
活
動
す
剥
く
強
制
す
る
。
　
併
し
然
る
問
は
吾
人
は
爾
ほ
霞
然
が
利
用
す
る
手
段
た
る
に

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
黙
陥
史
獅
口
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
叫
二
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望
滞
る
。
　
暫
し
て
断
然
に
封
し
，
て
は
存
在
の
意
昧
は
只
其
の
最
後
の
昌
的
の
實
現
の
進
行
す
る

以
上
に
於
て
の
み
成
立
し
て
居
る
。
　
併
し
自
然
は
禽
か
ら
甲
立
に
其
の
最
後
の
目
的
を
趣
行
ず

る
こ
と
は
出
來
な
い
、
自
然
の
最
後
の
目
的
は
．
人
間
が
自
由
に
砲
己
の
運
命
を
決
定
す
る
こ
と
に

よ
づ
て
始
め
て
實
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
人
間
が
己
れ
を
究
極
目
的
と
な
す
時
に
．
始
め
て

人
間
は
自
然
の
最
後
の
目
的
で
あ
る
。
早
く
て
只
自
然
．
が
其
の
最
後
の
穏
的
の
實
現
の
爲
め
に

働
く
と
云
ふ
だ
け
で
は
、
存
在
に
意
味
を
輿
ム
る
に
充
分
で
な
い
。
併
し
自
然
は
肖
由
な
る
人
間

よ
ウ
始
め
て
意
味
と
債
値
と
を
受
げ
る
の
で
あ
る
。
人
筒
の
文
化
的
活
動
な
く
は
．
存
在
は
最
と

翌
翌
密
な
る
意
義
に
て
は
意
味
の
な
き
も
の
で
あ
る
．
　
吾
人
が
依
て
以
て
突
出
あ
る
存
在
を
港

へ
得
る
根
管
は
、
自
然
が
入
問
に
張
翻
せ
る
行
動
に
あ
る
の
で
な
く
、
人
聞
が
自
然
の
支
配
よ
ゐ
己

を
解
放
す
る
夫
れ
以
上
の
行
動
に
あ
る
の
で
あ
る
、
カ
ン
ト
は
自
然
を
善
き
敏
育
家
に
徴
ら
へ

て
概
念
し
、
駐
分
の
弟
子
が
自
分
の
監
督
を
離
れ
て
肖
由
に
活
…
動
ず
る
纏
を
着
す
る
も
の
の
如
く

に
見
て
居
る
。

　
此
く
て
「
鋼
断
力
鋭
判
」
に
於
て
は
、
人
聞
の
上
に
あ
ゆ
て
人
爵
を
支
配
す
る
と
云
ふ
露
な
力
は
、
全

く
意
味
を
失
な
い
、
或
は
一
の
條
件
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
竜
の
と
な
っ
て
居
る
、
歴
史
は
冑
由
の
歴

更
に
し
て
、
自
由
よ
ウ
出
で
ぎ
る
竜
の
は
、
総
て
歴
更
に
思
し
て
只
間
接
的
な
意
味
し
か
有
し
な
い
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竜
の
、
叉
只
膚
由
な
る
昌
的
設
定
に
關
係
す
る
以
上
に
於
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
償
盲
あ
る
に
過
ぎ

ざ
る
込
の
と
な
っ
て
居
る
。
舷
に
は
包
8
讐
爵
霧
之
σ
q
㊦
葭
。
矧
じ
曾
Ω
。
ω
含
。
】
き
の
主
要
思
想
は
全
然

排
棄
き
れ
て
居
る
と
は
云
は
れ
な
い
瑛
併
し
重
大
な
る
鍵
動
を
受
け
イ
居
る
乙
と
を
見
，
る
の
で

あ
る
。
　
か
の
定
職
心
、
支
配
慾
、
貧
慾
等
の
情
慾
が
、
歴
史
的
薮
達
の
過
程
に
於
て
有
す
る
意
味
は
重
・

大
な
る
憂
動
を
受
け
て
居
る
の
で
、
疑
①
Φ
N
煽
Φ
郷
雲
と
蒔
⑦
諺
鉱
戸
歪
H
Q
塁
O
㌶
O
馨
①
に
於
て
は
、
此
等
の
膚
然

的
票
性
は
、
其
の
反
謝
に
よ
ム
て
人
類
の
磯
蓬
を
誘
致
す
る
庭
の
、
勝
れ
て
創
造
的
な
サ
8
0
カ
と
し
て

取
扱
は
れ
て
居
る
が
、
「
耳
蝉
力
批
剣
」
に
於
て
は
其
等
の
整
然
的
脳
性
は
最
早
遷
化
の
促
進
者
と
し

て
取
扱
は
れ
ず
、
嘗
て
文
化
登
達
の
障
害
物
と
見
倣
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
．

　
以
上
述
べ
し
慮
に
よ
ゑ
て
、
カ
ン
ト
の
歴
更
哲
學
的
思
想
が
「
到
断
力
批
到
」
に
於
て
到
達
せ
る
登

達
の
最
頂
上
を
簡
輩
に
究
明
し
カ
と
思
ふ
が
、
禽
ほ
カ
ン
ト
の
歴
誤
算
麗
麗
思
想
「
の
研
究
上
、
伺
書

に
曾
て
特
に
注
意
す
可
き
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
　
一
は
同
書
に
’
於
け
る
彼
の
憩
學
的
思
想
に
し

て
、
二
は
同
書
に
於
け
る
「
か
の
如
く
」
（
巳
伍
。
ご
）
の
論
法
で
あ
る
。

　
厳
に
「
到
噺
力
批
剣
」
に
於
け
る
カ
ン
ト
の
聯
動
的
思
想
を
詳
し
く
論
述
す
る
必
要
も
亦
絵
自
も

な
い
が
、
併
し
其
の
申
に
は
彼
の
歴
史
哲
學
的
思
想
の
研
究
上
か
ら
見
て
着
過
す
可
か
ら
ざ
る
も

の
が
含
ま
れ
て
居
る
。
　
翻
れ
．
彼
ば
本
書
に
於
て
は
、
彼
が
歴
鱗
釘
學
的
考
察
よ
卦
逸
せ
る
問
題
の

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
殊
陥
凱
災
獅
絢
墨
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
八
五
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誓
　
　
墨
・
　
薪
　
　
ゆ
拠
　
　
　
第
　
騨
　
’
ア
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
八
山
ハ

直
接
的
連
績
と
し
て
紳
學
的
問
題
を
論
究
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
　
而
し
て
彼
の
究
極
目
的
論

は
倫
理
紳
學
に
当
て
其
の
最
後
の
結
論
に
到
着
し
て
居
る
。
　
爾
ほ
彼
は
膨
れ
に
先
だ
ち
て
、
臼
然

の
最
後
の
目
的
の
観
念
を
物
理
聯
學
に
於
て
論
究
し
て
居
る
。
　
而
し
て
彼
は
量
れ
疲
で
保
持
し

渋
れ
る
批
到
的
立
揚
よ
ウ
形
而
上
學
的
立
揚
に
移
っ
て
居
る
。
　
此
く
て
是
れ
棲
で
は
世
界
の
意

味
を
結
局
自
由
な
る
實
在
物
が
白
H
然
秩
序
か
ら
後
立
に
成
就
す
る
腱
の
竜
の
に
曾
て
求
め
て
居

っ
た
が
、
今
や
更
に
此
の
自
由
の
形
而
上
學
的
根
擦
を
求
め
ん
と
し
て
居
る
。
併
し
彼
は
其
の
形

而
上
學
的
根
櫨
を
論
嬉
し
て
居
る
の
で
な
く
、
之
を
信
じ
て
居
る
の
で
あ
る
。
鼓
に
彼
の
論
述
し

て
居
る
思
想
系
列
の
終
極
を
求
む
れ
ば
夫
れ
は
實
際
的
信
仰
に
蹄
着
す
る
。
　
而
し
て
か
＼
る
立

揚
か
ら
彼
の
歴
更
哲
學
を
顧
6
と
、
歴
史
臨
画
は
結
局
鈎
無
8
軽
爵
≧
σ
・
窪
画
・
窪
（
婁
景
。
ぎ
に
於
て

見
る
が
如
く
再
び
一
の
信
仰
と
な
っ
て
居
る
こ
と
を
豊
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
歴
油
漉
學
は
目
的

観
念
に
從
ふ
て
行
動
す
る
世
界
支
配
者
に
よ
う
て
成
就
さ
れ
る
入
類
理
想
の
進
歩
的
實
現
の
信

仰
で
あ
る
の
で
あ
る
、
　
カ
ン
ト
が
此
の
聯
的
原
理
に
認
め
た
る
役
目
は
あ
ま
ウ
明
白
で
な
い
。
．

彼
は
駈
れ
に
曾
て
詳
し
く
は
論
述
し
て
居
ら
な
い
。
而
竜
戴
は
一
切
a
合
目
短
め
存
在
を
其
の

敷
盤
に
渥
元
し
て
理
解
せ
ん
と
し
た
こ
と
だ
け
は
明
確
で
あ
る
。
而
し
て
自
然
の
存
在
は
、
只
人

間
が
趨
由
な
る
目
的
設
定
に
於
て
活
動
す
る
と
云
ふ
條
件
の
下
に
於
て
の
み
鼓
動
で
あ
る
可
き
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竜
の
と
す
れ
は
、
自
由
な
る
人
間
の
活
動
．
即
ち
文
化
活
動
は
撮
理
に
於
て
其
の
最
後
の
脅
根
嬢
を
有

す
る
竜
の
で
あ
る
と
推
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
っ
と
も
カ
ン
ト
儀
判
断
力
批
到
」
に
於
て
は

朋
自
な
る
言
葉
で
此
の
論
結
を
引
き
娼
し
て
居
ら
な
い
。
　
控
壁
論
理
的
に
推
究
し
行
け
ば
吾
人

は
此
の
論
結
に
到
達
せ
ね
ば
な
ら
綴
と
思
は
れ
る
。
　
又
削
壁
の
論
結
を
引
き
出
す
に
於
て
の
み
、

進
歩
の
信
仰
は
形
而
上
學
的
に
樹
立
さ
れ
て
居
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
と
患
ぶ
。

　
絡
ム
に
カ
ン
ト
の
「
か
の
如
く
」
の
論
法
、
邸
ち
類
推
認
識
に
付
て
少
し
く
論
じ
て
置
く
。
夫
れ
「
到

断
力
腸
満
」
に
於
け
る
昌
的
，
論
の
全
膿
は
門
か
の
如
く
し
説
に
墓
つ
い
て
立
て
ら
れ
て
居
る
の
で
、
而
し

℃
カ
ン
ト
の
歴
更
準
準
は
「
か
の
如
く
」
読
に
よ
ウ
て
始
め
て
其
の
精
確
な
組
織
的
地
位
を
決
定
さ

れ
だ
と
云
は
れ
て
居
る
。
此
く
て
カ
ン
ト
の
成
熟
せ
る
歴
更
哲
學
的
思
想
の
翼
義
を
十
分
野
理
解

す
る
に
は
「
か
の
如
く
読
の
本
義
を
究
明
す
る
乙
と
が
必
要
で
あ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
カ
ン
ト
の

「
か
の
如
く
」
思
想
は
彼
れ
課
率
の
論
じ
て
居
る
だ
け
で
は
、
其
の
本
義
の
あ
ま
ウ
明
自
な
る
も
の
．
で

な
い
。
旦
つ
近
頃
ヴ
ア
イ
ヒ
ン
ガ
」
や
ジ
ヅ
カ
碁
ト
が
特
に
之
を
論
究
す
る
ま
で
は
、
あ
ま
う
カ
ン

｝
研
究
者
の
注
意
を
引
い
て
居
ら
な
か
っ
た
。
　
併
し
余
は
こ
＼
に
特
に
既
の
闘
題
に
以
て
詳
し

く
論
述
す
る
暇
が
な
い
か
ら
、
極
簡
輩
に
「
鋼
単
離
批
判
」
に
於
け
る
カ
ン
ト
の
歴
歯
序
學
と
、
「
か
の
如

く
」
思
想
と
の
根
本
的
翻
係
を
示
す
に
止
め
て
置
く
。
　
今
カ
ン
ト
は
さ
き
に
蓮
べ
し
郊
く
、
膚
然
の

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
賑
幽
史
哲
撫
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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紫
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蹴
苧
　
　
酬
瞬
　
　
究
　
　
　
楠
恥
げ
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H
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簡
瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
八
八

最
後
の
醒
的
及
び
究
極
目
的
の
思
想
に
よ
う
て
．
二
更
哲
學
の
根
本
的
意
義
を
決
定
せ
ん
と
し
瀧

の
で
あ
る
が
、
彼
の
云
ふ
腱
に
よ
れ
ば
、
人
闘
が
己
れ
を
究
極
目
的
と
さ
な
ん
と
す
る
な
ら
ば
．
即
ち

人
間
が
膚
然
よ
ら
孤
立
し
て
、
夫
れ
膚
身
に
て
充
分
で
あ
う
得
る
が
如
き
目
的
醐
係
を
、
己
れ
自
身

並
に
彼
が
彼
の
行
動
に
よ
う
て
充
實
し
得
る
範
域
に
興
ふ
可
く
努
力
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
肖
然
の

最
後
の
目
的
で
あ
る
「
か
の
σ
如
く
」
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
余
輩
の
見
る
腱
に
よ
れ
ば
、
か
＼

る
鼠
輩
に
於
て
は
「
か
の
鋤
く
」
は
、
杢
く
言
葉
の
形
式
に
属
す
る
竜
の
と
な
う
、
右
の
二
黒
の
意
昧
は
、

つ
ま
う
入
問
が
己
れ
を
膚
然
の
目
的
と
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
帥
ち
肖
然
を
彼
の
普
遍
安
當
的
目

葡
設
定
の
手
段
と
な
す
な
ら
ば
、
彼
は
己
を
究
極
艮
的
と
な
す
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ブ

イ
ヒ
ヲ
は
此
の
思
想
に
「
吾
人
の
世
界
は
吾
人
の
義
務
の
感
畳
化
さ
れ
π
る
物
質
で
あ
る
」
（
・
d
器
理
①

名
三
遠
。
・
け
鳥
器
話
諺
貯
島
。
犀
Φ
ヒ
暮
巴
己
。
皆
塁
①
塊
㊤
増
鑓
。
匿
・
）
．
と
云
ふ
有
名
な
る
形
態
を
與
へ
た
。
併
し
カ
ン

ト
は
蝕
に
彼
は
其
の
假
設
的
な
倫
理
的
に
制
約
さ
叙
だ
る
形
式
に
よ
う
て
、
「
か
の
如
く
」
を
軍
に
言

葉
の
使
ひ
方
或
は
輩
に
繭
の
交
」
句
と
な
し
、
随
ふ
て
實
質
的
に
は
無
用
の
二
物
と
し
て
仕
舞
ふ
た

こ
と
を
意
識
し
て
居
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
余
輩
は
そ
う
は
思
は
な
い
．
と
云
ふ
の
は
彼
が
妓
に
「
か

の
如
く
」
思
想
に
付
て
試
み
鬼
る
形
而
上
學
的
野
用
は
、
ま
さ
し
く
「
か
の
如
く
」
に
ょ
う
て
輸
入
さ
れ

だ
る
目
的
概
念
に
本
至
論
離
意
義
を
賦
輿
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
竜
の
で
あ
る
か
．
ら
で
あ
る
。

㌧
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史
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今
「
鋼
断
力
批
判
」
後
の
著
作
に
就
て
、
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
學
的
思
想
の
駿
達
を
研
究
す
る
と
、
吾
入

は
彼
の
適
例
哲
學
の
精
聯
に
適
合
す
る
隣
邸
的
歴
史
画
學
思
想
は
同
書
に
宛
て
虻
ハ
の
蝋
画
の
頂

上
に
達
し
．
其
の
後
の
著
作
に
於
て
は
過
れ
以
上
の
何
等
の
登
展
を
竜
な
し
て
居
ら
な
い
の
み
な

ら
ず
、
却
て
以
前
の
立
場
に
逆
反
し
て
居
る
こ
と
を
瞥
見
す
る
の
で
あ
る
。
　
否
な
「
到
識
力
批
勃
」
に

於
て
竜
前
節
に
於
て
指
摘
せ
し
如
く
共
の
聯
學
的
思
想
を
論
蓮
す
る
部
分
に
於
て
は
、
彼
が
歴
史

歳
計
の
申
心
事
念
と
見
る
歴
吏
の
意
味
、
即
ち
進
歩
の
観
念
は
、
既
に
再
び
竜
と
の
形
而
上
學
的
信

仰
に
蓮
戻
り
し
つ
㌧
あ
る
こ
と
践
を
見
る
の
で
あ
る
。
　
要
3
1
る
に
「
到
断
力
批
到
」
後
の
著
作
に
於
け

る
カ
ン
も
の
歴
更
哲
學
思
想
は
批
例
主
義
の
精
憩
を
瀬
々
登
騙
す
る
の
で
な
く
し
て
、
激
て
形
葡

上
學
的
考
察
へ
逆
轄
し
て
居
る
の
で
あ
る
、

　
更
に
，
定
事
の
注
意
す
可
き
は
進
歩
の
形
而
上
學
的
信
仰
其
物
も
段
々
弱
は
ウ
て
竜
と
の
カ
を

失
な
ひ
つ
＼
あ
る
ヒ
と
で
あ
る
。
即
ち
進
歩
に
封
ず
る
疑
ひ
の
念
が
段
々
カ
ン
ト
の
頭
に
超
う

來
ヶ
て
、
進
歩
信
仰
の
カ
が
弱
は
ゐ
行
く
傾
向
の
見
ゆ
る
事
で
あ
る
。
さ
れ
ば
彼
の
著
作
全
膿
を

通
槻
す
る
と
、
彼
は
翼
に
進
歩
を
信
じ
て
居
つ
だ
か
、
ど
う
か
は
疑
は
し
く
孜
っ
て
く
る
。
　
痛
く
て

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
雁
史
哲
畢
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
汽
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脚
　
ロ
ホ
ル
や
ル
ヌ
ヴ
イ
エ
貰
の
如
く
カ
ン
ひ
は
人
類
の
進
歩
を
確
信
し
て
居
つ
だ
と
見
る
人
々
に

　
呈
し
て
叉
フ
書
ゴ
i
、
ヂ
ン
ガ
｝
の
如
く
カ
ン
ト
は
人
類
の
進
歩
を
否
定
し
π
と
考
へ
る
人
々
竜

　
．
あ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
カ
ン
ト
は
始
め
は
人
類
の
進
歩
を
確
信
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、

　
然
る
に
後
に
は
段
々
之
を
疑
ひ
始
め
疫
の
で
あ
る
と
見
る
は
、
最
と
竜
穏
當
な
る
見
解
で
あ
ら
う

　
と
．
患
ぷ
、
　
而
し
て
彼
が
人
類
の
進
歩
を
疑
ふ
傾
向
は
、
「
判
断
力
批
判
」
後
の
著
作
に
於
て
段
々
薯
し

　
く
な
っ
て
居
る
と
瓜
は
れ
る
。
　
さ
れ
ば
特
に
此
の
著
作
の
表
は
る
、
以
前
の
著
作
に
付
て
考
究

　
す
れ
ば
、
彼
は
入
類
の
進
歩
を
確
信
し
て
居
つ
π
と
云
ム
こ
と
は
出
家
る
が
、
併
し
特
に
此
の
著
作

　
後
の
著
作
に
母
て
考
察
す
る
と
き
は
、
彼
は
人
類
の
進
歩
を
否
定
し
だ
と
云
ひ
得
ら
れ
な
い
こ
と

　
も
な
い
、
少
く
も
彼
は
之
を
疑
ふ
て
居
つ
だ
と
云
ふ
こ
と
が
爵
懸
る
。
然
ら
ば
何
故
に
彼
は
晩
年

　
に
至
り
て
人
類
の
蓮
命
に
鍔
し
て
悲
観
的
態
度
を
と
・
9
、
人
類
の
進
歩
に
封
し
て
懐
疑
的
態
度
を

　
と
る
に
至
つ
π
か
。
其
の
重
要
な
る
原
因
は
、
恐
く
は
、
佛
國
の
箪
命
に
付
て
當
時
猫
逸
の
多
数
の

　
進
歩
的
思
想
家
の
抱
て
居
つ
π
大
な
る
期
待
が
、
其
の
革
命
の
進
む
に
つ
れ
て
段
々
に
裏
切
ら
れ
、

　
彼
等
が
人
類
の
蓮
命
に
付
て
一
般
に
失
望
落
零
し
て
來
π
こ
と
や
、
當
時
の
普
魯
西
翠
王
の
反
動

　
的
政
策
に
よ
う
て
彼
等
が
大
な
る
衝
迫
を
受
け
、
カ
ン
ト
自
身
竜
亦
其
の
迫
害
を
免
れ
得
な
か
つ

　
た
こ
と
等
で
あ
ら
う
と
思
ふ
、
殊
に
カ
ン
ト
が
段
々
年
老
い
て
元
享
の
衰
へ
つ
＼
あ
ウ
し
際
に

、
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オ
ノ
ヅ

右
の
如
き
事
情
が
起
つ
カ
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
自
か
ら
臥
人
類
の
進
歩
を
疑
は
ぎ
る
を
得
な
か
つ

だ
の
で
は
あ
る
ま
い
が
。
余
は
慮
れ
よ
う
「
到
知
力
・
批
判
」
後
の
薯
作
に
付
て
、
カ
ン
ト
の
形
而
上
學

的
道
面
並
に
懐
疑
的
態
度
が
如
何
に
進
行
せ
し
か
を
簡
輩
に
論
述
し
て
見
や
5
と
思
ふ
。

　
今
上
に
述
べ
し
カ
ン
ト
の
懐
疑
的
態
度
は
、
「
剣
断
力
批
判
」
の
翌
年
邸
ち
千
八
百
九
十
一
年
に
公

に
き
れ
た
d
ゲ
。
乙
蓄
レ
寡
毘
b
σ
q
舞
≧
。
M
喜
ぎ
き
嘗
向
ω
9
鶏
ぐ
。
曇
。
ぎ
ぎ
飾
醇
6
ぎ
。
象
。
＄
に
点
て
既
に
明
ら

か
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
長
篇
哲
學
上
格
別
興
味
あ
る
竜
の
・
で
は
な
い
が
、
併
し
右

の
態
度
の
登
達
に
付
て
注
意
す
可
き
或
物
を
含
ん
で
居
る
、
夫
れ
は
世
界
の
本
難
論
的
根
祇
、
世
，

界
創
造
者
と
圏
的
の
若
向
に
於
け
る
主
上
と
が
同
｝
競
さ
れ
得
る
と
云
ふ
見
解
を
大
に
排
斥
し

て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
「
判
畜
力
批
判
旋
於
け
る
上
に
蓮
べ
し
形
而
上
學
的
轄
回
は
、
本
禮

論
的
最
高
原
理
と
目
的
論
的
最
高
原
理
と
の
形
而
上
優
渥
一
致
を
前
提
と
し
て
田
部
せ
る
も
の

な
る
を
臆
ふ
と
き
は
、
右
の
見
解
の
排
斥
は
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
は
容
易
に
推
察
し
得
ら

　
　
　
肺

れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
つ
葛
掛
邑
⇔
鳥
窪
周
鼠
戸
偽
浄
障
⑦
昌
の
第
二
部
ご
霞
の
ぎ
算
匙
霧
罎
灘
。
の
。
℃
｝
話
窪
雪
奪
涛
鐸
一
三
ぼ
ご
騨
畠
霞
軸
髪
蓉

繭
甲
9
霞
は
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
學
思
想
を
研
究
す
る
に
當
て
特
に
注
意
す
可
き
も
の
の
一
で
あ
る
。

但
し
鼓
に
本
論
交
を
論
究
す
る
に
就
て
は
、
少
し
く
述
べ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
澱
こ
と
が
み
る
。

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
』
歴
史
折
昌
學
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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夫
れ
は
本
論
丈
の
起
草
の
年
代
に
就
て
思
あ
る
。
本
論
文
は
千
七
百
九
十
八
年
に
公
に
さ
れ
た

竜
の
で
あ
る
か
ら
、
共
の
公
に
さ
れ
た
年
代
か
ら
見
れ
ば
カ
ン
ト
の
最
と
竜
晩
年
作
の
一
で
あ
る
。

併
し
カ
ゾ
ト
が
此
の
論
交
に
付
て
恋
人
に
逞
つ
た
書
面
や
蔵
本
論
文
の
思
想
の
性
質
な
ぞ
か
ら

考
へ
て
見
る
と
千
七
百
九
十
年
代
の
始
め
に
既
に
起
草
さ
れ
て
居
つ
だ
竜
の
と
推
察
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
恐
く
は
㌘
島
津
二
宴
二
．
ぎ
8
無
韓
Q
登
§
三
ざ
戦
帽
）
｝
姦
。
。
き
く
窪
茎
長
以
前
に
起
草
さ
れ
た
も
の

と
思
は
れ
る
。
蓬
れ
鼓
に
此
の
豊
作
の
前
に
本
論
丈
を
考
究
せ
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
今
歴
更
虚
語
上
よ
う
見
て
本
論
交
に
於
て
先
づ
注
目
す
重
き
は
．
カ
ン
塾
の
歴
更
哲
學
に
於
て

甚
だ
重
要
な
る
地
位
を
践
む
る
心
理
と
人
問
の
自
由
と
の
反
封
が
、
人
間
の
自
由
は
本
病
不
合
理

性
の
も
の
と
見
る
親
念
に
よ
り
て
特
異
な
る
形
態
を
と
っ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
．
夫
れ
本
論
文
・

に
於
げ
」
は
カ
ン
ト
は
入
間
の
自
由
よ
う
出
益
し
て
居
る
か
、
然
る
に
鼓
に
彼
、
が
人
聞
の
宮
腹
を
重

要
冠
し
て
居
る
の
は
つ
鷲
り
歴
更
の
不
合
理
的
方
面
を
大
に
高
調
せ
ん
が
爲
の
で
あ
る
．
併
し

溢
れ
が
爲
め
に
歴
更
は
全
く
無
意
味
の
竜
の
と
な
っ
て
仕
舞
ふ
影
画
が
起
っ
て
衆
ヵ
。
　
而
し
て

此
の
豊
富
更
の
意
味
を
救
ふ
唯
一
の
可
能
は
再
び
岩
o
o
N
諏
㊦
貯
霧
註
σ
q
o
艮
。
貯
①
⇔
肇
塁
。
ζ
o
ま
①
の
根
本
思

想
に
立
ち
蹄
る
こ
と
で
あ
る
。
卸
ち
撰
理
の
観
念
を
大
に
高
調
し
て
、
人
間
を
只
創
造
者
の
手
に

使
は
る
・
、
滋
具
に
愚
ぎ
な
い
竜
の
と
見
る
こ
と
で
あ
る
。
併
し
女
専
は
到
底
論
謹
し
得
可
か
ら
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ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
吾
人
は
之
を
信
ぜ
ね
ば
な
ら
面
こ
と
に
な
る
。
点
れ
カ
ン
も
が
是

れ
ま
で
に
此
の
問
題
を
論
究
す
る
場
合
に
常
に
到
達
し
た
最
後
の
論
結
で
あ
っ
だ
．
、
　
然
る
に
本

論
交
に
於
て
は
彼
は
夫
れ
以
上
に
下
面
ん
と
試
み
て
居
る
。
帥
ち
撰
理
を
信
ず
可
き
理
由
を
蓮

ぶ
る
上
に
更
に
一
之
を
論
位
せ
ん
と
試
み
て
居
る
。
然
ら
ば
彼
は
如
何
に
擁
理
を
論
心
せ
ん
と
企

だ
て
π
か
。

　
今
カ
ン
ト
が
其
の
論
議
の
目
的
物
と
し
π
の
は
入
類
の
進
歩
的
倫
理
化
で
は
な
く
し
て
、
只
其

の
進
歩
的
合
法
性
ピ
o
o
9
触
忌
銭
σ
で
あ
る
。
　
倫
理
的
基
礎
の
増
大
は
人
間
の
認
識
し
得
な
い
或
物
で

あ
る
。
　
只
「
人
類
の
道
徳
的
■
性
質
の
現
象
」
（
d
δ
騒
〕
警
。
翠
霞
Φ
自
。
尾
ω
騨
慶
畠
Φ
p
】
W
震
。
ゴ
㎞
ピ
浮
巳
冒
⑦
諜
（
募
窪
①
墓
宇

｝
閣
魯
σ
Q
震
。
置
Φ
。
窪
Φ
。
。
）
の
み
か
論
辮
の
事
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
カ
ン
ト
は
経
験
に
基
づ
い
て

右
の
論
謹
を
試
み
だ
の
で
あ
る
。
　
殊
に
雷
魚
革
命
の
回
書
者
が
威
識
す
る
が
如
き
「
一
般
的
及
び

非
利
己
的
な
る
謬
加
」
Σ
お
①
8
Φ
窪
Φ
諺
釦
謹
Φ
粛
Φ
管
類
琴
鳥
Φ
月
毎
⇔
Φ
げ
一
6
8
σ
q
ノ
の
無
言
的
語
調
を
支
柱
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
ヴ
ジ
ァ
ヅ
ム
ス

さ
ん
と
し
控
の
で
あ
る
。
　
此
の
「
熟
睡
に
画
き
謬
撫
」
は
総
て
の
眞
實
な
る
熟
慮
の
如
く
、
只
理
想
的

獄
實
に
純
道
徳
的
な
或
物
に
向
ふ
て
の
み
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。
　
併
し
既
の
道
徳
的
な
る
或

物
は
あ
る
が
譲
＼
の
憂
動
の
大
さ
に
立
て
成
立
す
る
の
で
な
く
、
佛
國
に
於
て
艶
然
法
的
憲
法
が

生
れ
て
來
π
と
云
ふ
事
實
に
於
て
威
為
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
人
類
が
歎
悪
し
歎
迎
す
る

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
泓
γ
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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の
は
革
命
で
な
く
し
て
逡
化
で
あ
る
。
佛
國
の
革
命
よ
う
生
れ
た
る
憲
法
．
は
共
和
的
憲
法
に
し

て
、
其
の
本
質
上
好
職
的
で
あ
ウ
得
な
い
も
の
、
吾
人
を
し
て
よ
ウ
善
き
竜
の
へ
の
持
績
的
進
歩
を

望
ま
し
む
る
腱
の
も
の
で
あ
る
。
　
一
意
び
佛
閣
革
命
の
意
う
π
る
後
は
此
の
愈
々
よ
ム
善
き
人

類
の
事
業
へ
の
確
証
は
止
む
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
　
継
れ
全
丈
化
人
類
が
佛
幽
革
命
の
澄

徳
的
に
墾
位
す
る
参
観
者
と
し
て
威
識
せ
る
慮
の
竜
の
で
あ
る
。
　
要
す
る
に
入
超
の
歴
史
を
総

観
す
る
と
、
吾
入
は
人
類
は
常
に
よ
参
善
き
竜
の
へ
進
歩
し
つ
＼
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
、
叉
同
吋
の

方
針
に
て
進
歩
し
績
け
る
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
は
、
菅
に
實
際
的
圭
旨
に
於
て
望
捜
し
き
ば
か

う
で
な
く
、
理
想
的
に
竜
保
持
し
得
ら
る
＼
思
想
で
あ
る
。

併
し
此
の
如
く
に
し
て
論
組
し
得
ら
れ
た
る
は
、
只
究
極
昌
的
に
到
合
す
る
爲
あ
の
溝
極
的
條
件

の
實
現
に
就
て
だ
け
で
あ
る
。
帥
ち
戦
争
が
段
々
に
制
限
せ
ら
る
＼
こ
と
や
、
奥
正
な
る
法
理
に

墓
つ
い
て
立
て
ら
れ
尤
る
憲
法
の
設
定
さ
れ
る
之
と
な
ぞ
に
醐
し
て
竃
あ
る
。
忘
れ
以
上
の
も

の、

モ
ｿ
入
婿
準
歩
の
道
徳
的
方
諏
は
吾
人
は
之
を
「
上
よ
う
」
凶
変
ね
ば
な
ら
繊
。
而
し
て
鑑
に
「
振

理
」
に
封
ず
る
「
希
望
」
が
趨
っ
て
く
る
。
長
く
て
カ
ン
ト
は
自
由
な
る
文
化
活
動
と
紳
の
支
配
と
の

調
和
を
、
爾
範
園
の
問
に
甚
だ
簡
軍
に
設
定
せ
る
境
界
線
に
よ
ウ
て
成
就
せ
ん
と
し
π
の
で
あ
る
。

　
　
レ
が
ず
テ
ユ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
テ
リ
テ
さ
ト

撃
ち
合
法
性
へ
の
磯
達
は
人
聞
の
仕
事
に
し
て
、
滋
徳
性
へ
の
螢
達
は
擁
理
の
仕
事
で
あ
る
と
見
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て
．
甚
だ
簡
軍
に
爾
者
の
調
和
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
．

　
以
上
蓮
べ
し
見
解
に
於
て
は
、
歴
史
の
意
味
は
先
づ
第
一
に
撮
理
に
封
ず
る
意
昧
て
あ
る
。
人

闘
が
依
て
以
・
て
自
か
ら
合
法
性
の
襲
達
を
成
就
し
得
る
其
の
道
徳
的
稟
性
は
揚
理
の
與
へ
疫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ラ
リ
テ
じ
け

竜
の
で
あ
ム
・
而
し
て
又
入
類
の
仕
事
の
最
頂
上
を
な
す
滋
徳
性
の
下
達
は
撮
理
よ
参
三
二
る
可

き
竜
の
で
あ
る
。
長
く
て
此
の
二
丈
に
於
て
竜
最
後
の
言
葉
は
矢
張
ゆ
信
仰
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
カ
ン
ト
が
千
七
百
九
十
三
年
に
公
に
せ
る
淘
①
に
σ
q
ざ
昌
貯
⇔
O
善
事
ぴ
伽
亀
O
崖
Φ
轟
㊥
口
釦
霧
ご
δ
。
・
器
β
＜
Φ
学

髪
型
ま
は
．
歴
更
哲
學
の
上
か
ら
見
る
と
、
甚
だ
奇
妙
な
る
地
位
を
占
め
て
居
る
。
　
本
書
は
一
方
に

於
て
カ
ン
｝
の
非
歴
史
的
思
惟
法
を
著
し
く
表
示
す
る
と
同
時
に
、
他
方
に
於
て
は
歴
更
哲
學
に

鍬
し
て
注
意
す
可
き
思
想
殊
に
撮
理
と
人
間
の
自
由
と
の
蔦
葛
の
調
和
に
付
て
注
意
す
響
き
思

想
を
説
述
し
て
居
る
。
　
荷
ほ
本
書
に
於
て
は
カ
ン
ト
は
二
更
に
於
て
進
歩
が
あ
る
か
叉
は
退
歩

が
あ
る
か
と
云
ぷ
問
題
を
呈
示
し
て
、
直
接
に
歴
史
哲
學
の
根
本
問
題
に
乱
言
し
及
ぼ
し
て
居
る
。

荒
し
て
此
の
問
題
の
論
究
に
於
て
、
彼
が
進
歩
説
の
凝
望
者
に
嘉
し
て
加
へ
て
居
る
批
評
は
彼
の

懐
疑
的
悲
親
の
態
度
を
明
ら
か
に
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
し
本
書
に
於
て
彼
が
此
の
問
題

に
付
て
論
溢
し
て
居
る
乙
と
は
、
あ
蛮
う
に
第
十
八
世
紀
流
の
雰
盗
心
的
な
竜
の
で
、
歴
史
の
進
歩

或
は
退
歩
を
．
全
く
歴
史
其
の
物
を
顧
慮
せ
ず
し
て
論
議
し
て
居
る
か
ら
、
余
講
は
之
れ
に
付
て
、
あ

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
け
歴
史
折
掃
思
Ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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哲
．
　
釈
甲
　
　
㎜
隣
　
　
卿
四
　
　
　
轄
鮒
　
閲
H
　
十
・
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
山
ハ

ま
ゲ
興
味
を
域
じ
な
い
。
そ
れ
で
鼓
に
は
言
書
が
本
書
に
於
て
搬
理
と
人
間
の
商
事
と
の
反
封

を
調
適
せ
ん
が
爲
め
に
論
述
し
て
居
る
思
想
の
歴
史
上
學
的
意
義
を
少
し
く
論
究
す
る
に
止
め

て
置
く
。

　
塗
れ
カ
．
ン
ト
は
本
書
に
於
て
は
、
入
一
類
が
当
れ
慮
身
の
力
だ
け
で
は
、
恐
く
は
到
底
達
し
得
ら
れ

な
い
と
思
は
る
＼
其
の
合
理
的
蓮
命
に
到
達
す
る
を
助
け
る
高
め
に
、
癬
理
を
假
寵
し
て
居
る
の

で
あ
る
。
殊
に
人
聞
が
相
團
結
し
て
就
會
的
行
動
を
令
す
に
は
、
紳
の
協
働
が
必
要
で
あ
る
と
考

へ
て
居
る
の
で
あ
る
。
　
而
し
て
又
彼
は
此
の
團
結
は
人
類
が
倫
理
的
最
高
善
に
達
す
る
に
は
必

要
敏
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
と
考
へ
た
。
　
併
し
掘
理
思
想
に
よ
ウ
て
人
望
の
自
由
が
歴
倒
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
む

乙
と
を
避
け
る
カ
め
に
、
鎚
に
カ
ン
ト
は
審
理
思
想
に
特
異
な
る
鳶
頭
を
下
し
て
居
る
。
　
要
す
る

に
彼
の
考
ふ
る
に
露
に
よ
れ
ば
撮
理
の
作
用
は
現
實
に
存
在
し
、
自
由
に
選
澤
さ
れ
だ
る
人
問
の

目
前
を
支
持
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
居
る
の
で
、
振
理
は
人
間
の
努
力
に
反
熱
し
て
自
己
特
有
の

高
等
な
る
意
向
を
強
翻
せ
ん
と
す
る
も
の
貯
な
い
の
で
あ
る
。
此
く
で
撮
理
は
．
金
詰
の
畠
由
に

淫
し
て
何
等
の
危
瞼
を
も
意
諭
し
な
い
竜
の
と
解
さ
れ
て
居
る
。
併
b
撮
理
の
作
用
は
只
或
は

主
と
し
て
人
問
を
共
の
衝
動
に
從
ふ
て
螢
ま
る
＼
活
動
に
於
て
支
持
す
る
も
の
て
あ
る
と
す
れ

ば
、
人
爵
の
衝
動
申
に
は
愚
鈍
な
或
は
悪
い
竜
の
が
少
な
く
な
い
か
ら
、
結
局
入
類
の
進
歩
は
疑
ぱ
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し
い
乙
と
に
な
る
。
而
し
て
耀
く
見
る
こ
と
は
、
始
あ
に
彼
が
進
歩
詮
の
国
勢
者
に
加
へ
だ
批
評

の
主
意
と
竜
合
致
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
カ
ン
ト
は
本
書
申
多
く
の
揚
合
に
於
て
楡
快
な

る
樂
槻
的
思
想
を
述
べ
て
居
る
。
　
播
く
て
一
見
す
れ
ば
カ
ン
ト
は
大
な
る
矛
眉
に
陥
っ
て
居
る

が
如
く
に
思
は
れ
る
。
　
併
も
鼓
に
彼
が
囁
理
の
指
導
、
及
び
人
類
が
其
の
理
想
的
目
的
に
絶
へ
ず

近
づ
く
と
云
ふ
こ
と
に
付
て
蓮
べ
て
居
る
総
て
の
羅
馬
的
な
意
見
は
、
つ
裟
り
ロ
バ
人
間
の
切
實
な

る
希
望
や
願
望
を
大
に
強
め
る
爲
め
の
象
徴
的
槻
念
に
外
な
ら
漁
も
の
に
し
て
、
其
等
の
観
念
は

只
實
際
的
主
旨
に
於
て
の
み
姜
當
す
る
も
の
な
る
を
思
ふ
と
き
は
、
彼
は
敢
て
矛
盾
に
階
つ
，
て
居

ら
な
い
ζ
と
を
畳
る
の
で
あ
る
。
而
も
此
の
事
は
彼
が
人
類
の
進
歩
に
謝
し
て
盆
々
懐
疑
的
態

度
を
と
っ
て
來
π
こ
と
を
明
ら
か
に
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
カ
ン
ト
が
陽
画
吼
○
巳
旨
Φ
旨
巳
σ
自
Φ
冠
O
お
呂
⑦
昌
自
霧
芭
畠
8
埠
く
①
ビ
P
毒
暮
を
公
に
し
て
か
ら
数
ケ
月
後
に

公
に
せ
る
ピ
ご
電
幽
Φ
昌
O
①
澄
㊦
ぎ
O
℃
膳
O
『
”
U
器
琶
二
・
㈹
三
二
霧
日
旧
る
O
巳
⑦
匡
O
暮
お
器
営
襲
豊
讐
霜
げ
霞
目
凶
O
ぎ
二
八
象
O
弓
養
因
溢

に
於
て
竜
、
歴
博
哲
學
上
か
ら
見
れ
ば
本
質
的
に
同
様
な
る
思
想
を
述
べ
て
居
る
。
　
但
し
カ
ン
ト

は
本
論
文
申
に
永
久
李
和
問
題
を
稽
々
詳
し
く
論
じ
て
居
る
。
　
而
し
て
道
徳
的
逸
歩
及
び
永
久

亭
和
を
蓬
歩
の
眞
實
な
る
目
的
と
し
て
辮
逸
す
る
爲
め
に
、
群
れ
に
理
論
的
考
察
を
加
へ
て
居
る

が
、
「
而
竜
「
之
れ
は
只
意
見
及
び
輩
な
る
玄
翁
に
過
ぎ
な
い
」
と
云
ふ
て
居
る
。

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
歴
更
暫
臨
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
七
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哲
學
研
究
　
第
四
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

1
函
ン
ト
が
右
の
⇔
蕩
書
O
。
年
層
§
｝
・
を
公
に
せ
る
鋒
断
章
な
く
執
筆
し
た
と
思
は
．
定

b
冨
腎
○
賢
宰
導
ε
（
§
り
一
馨
書
ξ
ω
慶
に
於
て
は
、
歴
史
哲
學
上
の
問
題
は
別
に
論
究
さ
れ
て
居
ら
な
い

が
、
併
し
其
の
中
に
は
寝
言
哲
學
上
よ
ウ
見
て
注
意
す
可
き
も
の
が
含
ま
れ
て
居
る
。
　
夫
れ
は
入

類
の
進
歩
ば
一
の
實
直
写
論
断
的
理
想
で
あ
る
と
言
明
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
彼

は
「
量
界
の
進
行
が
乙
類
の
進
歩
に
野
し
て
輿
ふ
る
反
抗
に
拘
ら
ず
、
か
㌧
る
假
設
に
遵
ふ
て
行
動

す
る
は
義
務
で
あ
る
」
と
云
ふ
て
居
る
。

　
次
に
千
七
百
九
十
四
年
に
カ
ン
ト
の
執
筆
ぜ
る
d
器
ぱ
巳
⑦
彰
2
d
6
σ
Q
①
は
、
一
種
の
戯
作
と
竜
見

る
可
き
も
の
で
あ
っ
て
、
時
勢
に
野
す
る
彼
の
面
谷
を
哲
雑
魚
試
筆
の
形
に
て
述
べ
た
る
も
の
で

あ
る
。
歴
史
哲
學
上
よ
う
見
て
刎
に
注
意
す
可
糞
新
し
き
何
物
も
な
い
が
、
併
し
演
劇
の
意
味
は

其
の
云
う
に
於
て
表
は
れ
る
如
く
、
世
界
史
に
あ
め
て
も
世
界
の
絡
う
が
世
界
の
意
昧
を
表
示
す

る
も
の
で
あ
る
と
云
ム
見
解
は
、
多
少
の
興
味
を
惹
趨
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
⇔
霞
乙
Q
町
Φ
窪
繕
①
削
国
樹
包
酔
彗
曾
に
於
け
る
二
更
哲
學
思
想
を
論
究
せ
る
際
に
、
同
書
に
於
て
カ

ン
｝
は
既
に
冠
8
国
戸
①
汐
霧
と
碍
。
】
話
…
に
茸
Q
Φ
ω
〇
三
〇
暮
。
の
思
想
へ
…
蓮
嘗
め
す
る
傾
向
を
表
は
し
て

居
乃
こ
と
、
及
び
其
の
傾
向
は
q
ご
。
乙
聲
Φ
①
】
葛
一
事
賢
巨
一
に
発
て
も
亦
表
は
れ
て
居
る
こ
と
を
指
摘

し
π
か
、
今
同
一
の
傾
向
は
、
千
七
百
九
十
五
年
R
公
に
さ
れ
力
獣
二
極
。
ノ
1
、
お
害
浮
δ
今
許
。
ヨ
三
一
陣
δ
孤
ε
三
午
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o剛

ｨ
ビ
剴
ロ
葺
融
h
に
於
て
更
に
一
層
子
忌
に
表
は
れ
て
居
る
、
　
今
日
は
世
界
〃
李
和
問
題
、
國
際
聯
盟
問

題
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
居
る
際
で
あ
る
か
ら
、
余
は
本
書
の
思
想
に
穿
て
蝕
に
持
々
詳
し
く
論

評
し
カ
い
と
思
ふ
が
、
併
し
其
の
暇
は
な
い
か
ら
．
下
下
の
根
本
思
想
に
嘗
て
少
し
く
論
述
す
る
に

止
め
て
置
く
。
．
　
、

　
渇
れ
カ
ン
ト
は
本
書
に
於
て
永
久
坐
る
・
亭
和
は
、
歴
更
が
眞
實
に
到
達
せ
ん
と
努
力
す
る
厭
態

で
あ
る
．
ζ
と
を
主
張
せ
ん
と
せ
し
も
・
の
で
あ
る
か
、
叉
は
實
際
的
見
地
よ
り
考
へ
て
永
久
な
る
李

和
ば
．
義
務
の
要
求
す
る
厭
態
で
あ
る
と
し
て
、
之
，
を
表
現
せ
ん
と
・
せ
し
竜
の
で
あ
る
か
は
問
題
で

あ
る
。
．
前
者
の
見
解
は
多
く
の
人
々
が
ガ
ン
》
の
眞
意
で
あ
る
と
認
む
る
も
の
や
あ
る
が
、
併
し
、

後
者
の
見
・
解
竜
骨
彼
の
男
工
で
あ
る
と
認
む
る
乙
と
は
出
削
る
し
、
現
に
ヤ
コ
ブ
の
如
き
は
此
の

見
解
が
カ
ン
ト
の
眞
意
で
あ
る
と
論
じ
て
居
る
。
　
而
し
て
詳
し
く
．
吟
味
し
て
見
る
と
、
本
書
に
於

て
は
右
の
二
種
の
見
解
或
は
傾
向
は
共
に
在
在
す
る
こ
と
が
螢
見
さ
れ
る
が
、
難
問
、
其
の
主
要
な

る
見
地
は
国
際
的
の
も
の
、
帥
ち
永
久
学
卒
和
は
義
務
で
、
あ
る
と
見
る
見
．
解
で
あ
る
と
思
ふ
。
　
但

し
理
論
的
關
係
に
於
て
は
永
久
牟
和
の
観
念
は
確
か
に
放
縦
な
観
念
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら

滋
。
是
れ
歴
更
の
現
實
な
る
逡
行
に
付
て
は
、
永
久
李
和
客
観
的
實
在
性
を
謹
明
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
永
久
李
和
は
理
論
的
に
は
全
然
不
可
能
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
竜

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
歴
史
甜
醤
澱
嘩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
・
逸
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哲
攣
研
、
究
，
．
第
四
＋
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

出
∵
來
、
な
い
。
　
歴
史
、
の
．
…
進
行
，
は
何
時
か
永
久
油
壷
が
興
に
，
實
現
さ
れ
る
乙
と
を
指
示
す
る
・
も
．
の
と

考
へ
る
乙
と
は
出
懸
る
。
　
而
も
カ
ン
ト
は
本
書
に
重
て
は
歴
史
を
理
解
せ
ん
と
す
る
の
で
・
な
ぐ

、
レ
て
、
歴
．
更
を
．
講
想
．
せ
ん
と
企
だ
て
v
居
る
の
で
あ
る
。
，
．
帥
ぢ
將
來
を
豫
賭
せ
ん
と
試
み
て
居
る

あ
．
で
あ
る
。
夫
よ
う
彼
は
金
面
の
，
観
念
を
大
に
重
要
観
し
、
而
し
て
千
七
百
八
十
四
五
年
頃
の
、
彼

の
，
歴
．
史
哲
學
に
於
て
見
る
庭
の
形
而
上
學
的
自
然
概
念
が
鼓
に
復
活
し
て
，
起
て
居
る
こ
と
を
見

る
の
で
あ
る
。
併
し
如
何
に
し
て
カ
ン
ト
の
批
手
前
時
代
の
思
想
が
此
の
時
代
に
於
て
此
の
如

く
復
活
し
て
、
來
た
か
。
　
吾
人
は
カ
ン
ト
の
批
到
的
重
訳
が
老
年
に
至
っ
て
大
に
裏
へ
て
來
控
と

云
ム
よ
ら
外
に
、
之
を
説
明
す
る
理
由
を
登
見
す
る
こ
と
が
皇
胤
な
い
。
　
　
　
　
・

　
爾
ほ
カ
ン
ト
は
本
書
に
於
て
菅
に
彼
の
歴
吏
哲
學
の
始
め
に
逆
戻
う
せ
る
ば
か
ゐ
で
な
く
、
批

古
前
時
代
に
寝
て
右
の
思
想
の
根
抵
と
な
れ
る
思
想
も
亦
復
活
し
て
來
て
居
る
こ
と
を
見
る
の

で
あ
る
。
彼
が
其
の
時
代
に
振
理
に
付
て
説
述
し
て
居
つ
尤
こ
と
を
．
本
書
に
於
て
矢
張
蚕
撮
理

に
付
て
設
毒
し
て
居
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
吾
人
は
爾
者
の
形
而
上
學
的
考
察
が
著
し
く
相
類

似
し
て
居
る
こ
と
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
絡
り
汰
カ
ン
ト
が
千
七
百
九
＋
七
年
に
公
に
せ
る
ジ
藁
豊
ご
．
興
・
訂
。
a
艶
気
9
ぎ
げ
豊
傷
ぎ
冨
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5
馬
ゆ
謁
の
σ
q
急
＆
⑩
伽
Φ
勇
①
◎
一
託
¢
ぼ
盈
b
ゆ
・
鍔
⑦
9
℃
ξ
肱
。
・
畠
①
b
ほ
窪
σ
Q
嶺
葺
巳
⑦
画
2
日
賃
σ
q
Φ
口
象
Φ
町
①
）
に
於
け
る
歴
吏
・
哲

學
思
想
に
付
て
少
し
く
考
察
し
て
置
き
泥
い
と
思
・
ふ
が
、
此
の
著
作
に
於
て
は
カ
ン
ト
は
嚴
密
な

る
意
昧
に
て
云
ふ
歴
史
哲
學
問
題
起
鰯
れ
て
居
ら
な
い
。
　
蔑
し
て
彼
の
歴
三
哲
學
の
二
丁
を
な

す
と
認
め
ら
れ
る
一
般
的
思
想
に
書
し
て
は
慧
弓
Φ
註
α
Q
Φ
に
汐
δ
鎌
琶
に
於
て
彼
の
論
述
し
て
居
る

事
と
大
差
は
な
い
。
　
併
し
此
の
著
作
は
カ
ン
ト
の
最
後
の
主
要
な
る
著
作
と
し
て
、
彼
は
歴
更
哲

學
上
結
局
如
何
な
る
立
揚
で
絡
つ
陀
か
を
考
究
す
る
に
は
、
甚
歪
興
味
あ
る
竜
の
と
思
ふ
。
・
夫
れ
，

で
蚊
に
二
三
の
問
題
に
付
て
彼
の
歴
史
哲
皐
思
想
の
機
達
の
絡
極
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
今
本
書
に
於
て
も
カ
ン
ト
は
其
薗
年
に
公
に
せ
る
N
買
鱗
雲
、
お
窪
津
6
号
⇔
の
問
題
を
論
述
し
て

居
る
。
而
し
て
永
久
講
和
の
観
念
は
本
番
に
於
て
は
温
温
的
理
想
以
上
の
も
の
と
し
で
論
述
せ

ち
れ
、
其
の
黙
に
於
て
彼
は
前
著
作
に
於
て
よ
う
は
一
歩
進
ん
で
居
る
。
併
し
其
の
實
際
の
p
實
現

に
關
す
る
里
言
、
が
全
く
排
棄
さ
れ
て
居
る
の
を
見
て
、
吾
人
は
如
何
に
懐
疑
主
義
が
再
び
彼
の
精

榊
に
於
・
て
強
ま
っ
て
來
疫
か
を
．
推
察
す
る
ζ
と
が
出
謙
る
と
思
ぷ
冒
、
併
し
本
、
書
に
於
て
殊
に
吾

人
φ
興
味
を
引
く
は
世
界
市
民
樒
に
闘
す
「
る
被
の
見
解
、
昇
に
之
れ
に
蓮
關
し
て
彼
の
論
述
し
て
、

居
る
‘
樟
民
政
策
論
で
あ
る
”

噛、

E
カ
シ
，
ト
は
「
新
地
歩
あ
土
地
に
於
て
．
一
の
人
民
、
が
某
④
土
地
に
既
に
定
佳
せ
る
人
民
の
合
意
を
・
「

　
　
　
　
カ
ン
」
ト
の
餅
即
史
哲
．
墨
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
．
轡
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哲
學
研
究
、
　
第
四
　
テ
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

得
ず
し
て
其
の
近
傍
に
撃
て
佳
暑
を
定
め
財
産
を
占
有
し
得
る
か
と
幾
人
問
題
を
呈
出
し
、
而
し

て
人
間
め
奪
巌
及
び
人
晦
の
櫃
利
の
概
念
を
基
礎
と
し
て
留
れ
に
先
験
的
答
解
を
輿
へ
て
居
る
。

彼
の
考
ふ
る
庭
に
よ
れ
ば
、
隊
洲
人
民
と
．
同
じ
く
ホ
ッ
テ
ン
ト
ー
ト
人
や
ツ
ン
グ
ー
ス
入
も
人
間

の
奪
殿
及
び
入
閥
の
耳
利
を
承
認
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
　
き
れ
ば
何
れ
の
人
民
も
他
國
を

侵
略
し
、
其
の
國
の
土
着
民
の
意
志
に
反
し
て
強
制
的
に
其
地
に
定
住
す
即
き
も
の
で
な
い
。
　
蹴

洲
人
民
が
野
飼
人
の
土
地
に
定
住
せ
ん
と
す
る
に
當
て
も
宜
．
し
く
彼
等
と
契
約
を
結
び
、
其
の
契

約
に
從
ム
て
定
住
す
導
き
も
の
で
あ
る
。
．
碕
ぽ
此
の
契
約
を
詰
ぶ
に
當
て
は
決
し
て
野
璽
人
民

の
無
智
に
乗
じ
て
彼
等
の
利
盆
や
墨
金
を
侵
害
し
て
は
な
ら
滋
。

　
今
カ
ン
ト
の
右
の
見
解
は
軍
純
な
る
人
撹
主
義
の
見
地
か
ら
考
ふ
れ
ば
甚
だ
高
荷
な
る
思
想

で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
堅
實
な
る
實
際
的
見
地
か
ら
見
る
も
、
亦
彼
が
「
勃
断
力
批
到
」
に

於
て
展
開
せ
る
人
間
の
権
利
の
思
想
か
ら
考
ぶ
る
、
も
、
決
し
て
穏
當
な
る
思
想
で
あ
る
と
は
云
は

れ
な
い
ρ
未
だ
近
代
的
椹
利
概
念
の
奨
更
し
て
居
ら
綴
野
判
人
に
耀
し
て
、
如
何
に
し
て
カ
ン
ト

の
解
す
る
が
如
き
契
約
が
締
結
し
得
・
ら
れ
や
う
か
。
　
叉
「
判
衝
力
細
面
」
に
於
て
彼
の
論
ず
る
庭
に

よ
れ
ば
眞
に
人
間
と
し
て
の
営
利
、
帥
ち
人
間
が
自
然
の
目
的
と
し
て
見
ら
れ
る
可
き
槽
利
は
、
只

人
間
が
脚
質
か
ら
身
魂
せ
る
醤
由
な
る
目
蘭
月
淀
次
於
て
努
力
す
る
限
ウ
に
於
て
の
み
承
認
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
　
　
　
　
　
か
　
　
開
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ら
る
可
き
竜
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
首
魚
は
臣
爵
箋
｝
切
目
8
娑
w
の
一
属
性
で
あ
る
が
、
併
し
輩
に
〉
三

彫
巴
切
歯
餓
2
影
霞
Φ
と
し
て
の
箇
人
の
母
性
で
は
な
い
。
箇
入
に
あ
り
て
は
膚
律
は
其
儘
に
て
一
の

属
性
で
は
な
く
し
て
努
め
て
後
に
得
ら
れ
る
可
き
．
性
質
で
あ
る
。
さ
れ
ば
自
由
な
る
目
的
設
定

の
可
能
（
〉
巳
日
巴
①
碧
隻
。
呂
巨
Φ
）
が
、
現
實
（
b
巳
衰
色
自
重
。
影
】
Φ
）
と
な
る
置
く
努
力
し
な
い
庭
に
は
、
人
間

の
自
律
も
奪
嚴
も
権
利
も
其
の
儘
に
て
は
承
認
さ
れ
難
き
理
で
あ
る
。
　
而
し
て
カ
ン
ト
が
若
し

此
の
思
怒
を
保
持
し
て
世
界
的
市
民
権
問
題
や
植
民
政
策
問
題
を
考
察
し
た
な
ら
ば
、
彼
が
本
書

に
於
て
實
際
に
論
述
し
て
居
る
の
と
は
異
な
れ
る
見
解
に
到
湿
し
だ
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

　
爾
ほ
カ
ン
ト
が
自
然
人
民
の
無
爲
生
活
を
掩
き
蔵
す
丈
化
富
民
の
権
利
を
承
認
し
な
か
っ
た

乙
と
に
就
て
は
深
い
理
由
が
あ
6
と
思
ふ
。
夫
れ
は
彼
の
目
的
世
界
論
の
根
本
思
想
に
基
．
因
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
カ
ン
ト
は
人
間
の
目
的
と
し
て
結
局
は
只
二
種
の
目
的
を
認
め
た
だ
け
で

あ
る
。
逸
れ
は
自
己
完
成
と
他
人
の
豊
艶
と
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
二
者
は
又
同
時
に
へ
間

の
義
務
で
あ
る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
　
此
の
思
想
は
殊
に
寓
①
欝
℃
ど
、
総
。
｝
5
》
鑑
§
σ
q
黄
同
．
ぎ
含
餌
零
円
轟

喜
色
Φ
胃
。
に
於
て
詳
し
く
論
述
さ
れ
て
居
る
が
、
同
書
に
於
て
彼
は
他
人
の
完
成
を
促
が
し
或
は

助
け
る
義
務
と
云
ふ
は
、
矛
盾
せ
る
観
念
で
あ
る
と
し
て
排
斥
し
て
居
る
。
而
し
て
他
人
に
關
す

る
目
的
或
は
義
務
と
し
て
は
、
只
其
の
幸
蕨
を
囲
る
だ
け
に
限
っ
て
居
る
。
．
此
く
，
て
彼
は
根
本
的

　
　
　
　
カ
シ
ト
の
配
歴
史
聯
n
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一．

Z
三
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習
學
研
究
　
第
画
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
剛
〇
四

に
は
極
端
な
る
箇
人
主
義
を
懐
抱
し
て
居
つ
π
と
が
畳
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
る
見
地

を
微
底
さ
せ
て
行
け
ば
結
局
文
化
生
活
を
否
定
す
る
と
に
聖
な
る
の
で
あ
る
。
　
要
す
る
に
箇
人

は
只
自
己
の
完
成
を
目
的
と
し
、
或
は
義
務
と
し
て
、
之
が
實
現
に
努
力
す
黒
き
も
の
に
し
て
、
他
人

の
完
成
の
爲
め
に
努
力
し
得
な
い
竜
の
、
随
ふ
て
努
力
す
篤
き
も
の
で
な
い
と
考
へ
る
な
ら
は
、
帥

ち
他
人
の
上
ぼ
道
徳
的
影
響
を
及
ぼ
し
得
な
い
も
の
、
随
ふ
て
其
の
影
響
を
及
ぼ
さ
ん
と
す
可
蓉

竜
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
人
類
の
道
徳
的
進
歩
と
云
ふ
ε
は
到
底
正
當
に
は
信
じ
得
ら
れ
衣
い
ε

に
な
る
の
で
あ
る
。
是
れ
カ
ン
辱
の
歴
更
哲
學
文
化
哲
學
の
二
二
に
潜
在
ず
る
一
大
敏
鮎
に
し

て
．
彼
が
健
全
な
る
丈
三
哲
學
を
建
設
し
得
な
か
っ
た
根
本
的
原
因
は
其
腱
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
却
読
是
れ
ま
で
余
が
カ
ン
ト
の
歴
更
哲
學
の
概
念
、
方
法
及
び
其
の
内
容
の
駿
逮
に
就
て
論
蓮

し
來
れ
る
事
は
主
と
し
て
メ
璽
ヂ
ク
置
ス
氏
の
研
究
に
基
づ
い
て
立
言
せ
る
竜
の
に
し
て
、
其
露

此
腱
に
拓
託
せ
る
批
評
的
リ
マ
薯
ク
ス
を
除
け
ば
大
禮
上
同
氏
の
研
究
を
紹
介
せ
し
竜
の
と
見

て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
但
し
若
し
誤
謬
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
余
は
其
の
責
を
負
ム
の
で
敢
て
メ
君

ヂ
ク
ー
ス
氏
に
之
を
課
ぜ
ん
と
す
る
の
で
は
な
い
．
　
と
に
か
く
是
れ
ま
で
述
べ
來
ウ
し
庭
に
よ

ウ
て
、
余
は
カ
ン
ト
の
二
更
二
男
の
眞
義
を
大
禮
上
究
明
・
し
π
と
思
ふ
か
ら
、
是
れ
よ
り
空
々
其
の

現
代
蘭
債
値
を
評
定
し
て
見
π
い
と
思
ふ
。
（
未
完
）


